
光電アナログ式分離型感知器

ご使用の前に、この取扱説明書を必ずお読みください。

また、本文中に出てくる注意事項を注意深く読み、

よく理解してご使用ください。

・この取扱説明書はいつでも使用される所に保管してください。

・この商品は定期的な保守点検を必ず行ってください。
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２．ご使用前に

取り扱いを誤った場合に、取扱関係者が死亡または重傷を負うか、
機能の一部に重大な悪影響を及ぼす可能性がある場合。

取り扱いを誤った場合に、取扱関係者が傷害を負うか、物的損害が
発生する危険な状態が生じる可能性がある場合、または機能の一部
に悪影響を及ぼす可能性がある場合。

●製品を正しく安全にお使いいただくため、この取扱説明書にはいろ 
  いろな注意事項を記載しています。ご使用前には必ず以下の注意
  表示をよく理解してから本文をお読みください。また、本製品を使
　用される場合にはこの取扱説明書を携帯してください。

「一般的な禁止」事項を示す場合。

「一般的な注意」事項を示す場合。

１．本製品の主な特長
●自動試験機能付：出力値を常時監視

●安定した機能を保つ感度補正機能：

　　感知器レンズ面の汚損で受光量が減少した場合でも感度を補正

●電圧計（テスター）なしでの光軸調整が可能：

　　電圧計なしでも表示灯の発光パターンによって出力確認が可能

●より容易な設置作業を実現：

　　ベース、カバー、本体の組付けを状況に合わせて変化させ、

　　一体としたままでの設置作業が可能

「一般的な指示」事項を示す場合。
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３．ご使用上の注意

禁止

本製品は屋外型ではありません。次のような場所には設置しないで

ください。（故障または正常に動作しない原因になります。）

●雨水のかかる場所

●常時煙や霧の発生する場所

●直射日光や強い照明光が感知器受光部に照射される場所

●-10℃より低く、50℃より高くなる場所

●本製品を設置している部分に振動やひずみが発生する場所

（主要構造部の支柱等、堅牢な部分に取り付けてください。）

●点検等の維持・管理のできない場所

（感知器の上下・左右 50cm 程度の作業スペースが必要です。

 ただし、天井高 2.5m 以下の場合は上側スペースにご注意

 ください。例：2.1m の場合、上側スペースは 42cm）

●光軸（送・受光部間）が荷物の運搬等により遮られる恐れ

　のある場所およびガラス等の透明な遮蔽物のある場所

●体育館のような、ボールや棒などを使用する場所では、

　保護枠（FZP014）を使用してください。

設置基準：光軸の高さは天井等の

　　　　　高さの 80% 以上になる

　　　　　ように設置すること。

上側にはドライバーが入るスペースが
必要です。
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４．設置作業時および取扱い時の注意

●振動・衝撃を与えたり分解・改造や針金などの異物の挿入

　は絶対にしないでください。故障の原因となります。

●本製品は消防法に定められた「自動火災報知設備」です。

　それ以外の用途で使用しないでください。

禁止

●しっかりとした足場を必ず確保してください。

●作業前に、下に人がいないことを確認してください。

●受信機の電源を切り、予備電源用電池を取り外してくだ

　さい（設置作業後の光軸調整時を除きます）。

●本製品の落下や衝撃、工具による破損等が起こらない

　ようにしてください。

●正面プレートおよびレンズ面には触れないで下さい。

　　（汚れによって機能に影響を及ぼす可能性があります。）

●FDGJ002-D-XHT は、通電中にヒーター部分が熱くなり

　ます。絶対に触らないで下さい。

　やけどをする恐れがあります。

            （ヒーター位置⇒P.6                  参照） 

本製品の設置作業時および取扱い時には下記の点にご注意ください。

６．各部の名称

指示
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５．機器の設置に必要なもの
本製品の設置には以下のものを使用します。

必要に応じてご用意してください。

名称

＋ドライバー

備考

使用ネジは M4 と M5 です。

アドレス設定器
(FZAJ004-P,FZA012A)

試験フィルターセット
（FXG012C）

アドレス設定器との接続用コネクタ
が入っていることをご確認ください。

アドレス設定器用
コネクタ

（FZZJ009-Z）

圧着工具および端子
（ヒーター付きの場合）

試験フィルターセットに入っていな
い場合は、手配してください。

No.

1

2

3

4

5

6

7

LSテスト用
電池コネクタ

予備電池（テスト用）
(24V、コネクタ付)

予備電池（テスト用）
(24V、コネクタ付)を使用する
場合は、手配してください。

本機器は、光軸調整を予備電池
（テスト用）を使用して行うこと
ができます。（0.225AH～3.5AH）

ヒーター付きの場合、ヒーター電源
の接続は圧着にて行います。
（線径AWG22（0.3 mm2）と
　　　AWG20（0.5 mm2）が1本ずつ）
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６．各部の名称

カバー取付ネジ

正面プレート カバー 本体固定ネジ

カバー引掛けフック

表示灯

本体固定ネジ

本体

レンズ

光軸ネジ（左右）

光軸ネジ（上下）

監視 /調整
切替スイッチ

視準孔

のぞき孔
受光部

左：火災表示灯（赤）

右：トラブル灯（黄）

送光部

左：通電表示灯（緑）

右：調整ガイド（赤）
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光軸ネジ（上下）

距離設定スイッチ

（受光部のみ）

ヒーター（ヒーター付きのみ）

右側面左側面

センサ出力ジャック

（送光部のみ）

光軸ネジ（左右）

底面

送光部 受光部

銘板 銘板

端子台

バッテリー接続用
コネクタ



７．作業の流れ
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本製品の作業は、以下の流れに沿って行ってください。

受光部から設置することをおすすめします。

受光部

　①アドレスの設定

　②設置          ・・・P.10 ～ P.11

　②接続          ・・・P. 8 ，P.11

　　　　                

　③設定          ・・・P.11 ～ P.12

　④調整 (粗調整 )・・・P.13

　※受光部の微調整は必要ありません。 

送光部

　⑤設置          ・・・P.10 ～ P.11

　⑥接続          ・・・P. 8 ，P.11

　※送光部は設定がありません。

　⑦調整（粗調整） ・・・P.13

　⑧調整（微調整） ・・・P.14 ～ P.18

P.12( ヒーター付のみ )

P.12( ヒーター付のみ )

・・・P. 9



接続は、次のとおり行ってください。

       （感知器端子台の使用可能電線は単線φ0.4 ～φ1.6 です。）

　信号線（S＋、S－）および同期線（LE1、LE2）、X1、X2 は有極性

　です。配線にご注意ください。

  ヒーターの接続は、

　⇒P.12   　　　　　　　　　　　　　　　　を参照してください。
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８．受信機との接続方法

受光部

●受信機、感知器の受光部間（S＋、S－）の線路抵抗は往復 30Ω以下　  

  としてください。

●感知器の送・受光部間（LE1、LE2）の線路抵抗は往復 30Ω以下と

  してください。

送光部R-22/24 受信機

Ｓ＋

Ｓー
Ｓ＋
Ｓー

Ｘ１

Ｘ２

ＬＥ１（＋）

ＬＥ２（－）

ＬＥ１（＋）

ＬＥ２（－）

ＰＦＣ

ＰＦ

１１．ヒーターの接続（ヒーター付のみ）

ヒーター用電源

HT 線HT 線 HT 線 HT 線

※FLL061 型室外表示灯または FRL017 型移報アダプタ
　X1、X2 および FLL061 型は極性にご注意願います。

※

次の感知器へ
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９．アドレスの設定

●他の機器とアドレスが重複しないようにしてください。

  重複すると、受信機に異常が表示されます。

●送光部に電池を接続した状態での設定は避けてください。

　故障の原因となります。

●S+、S- を接続したまま設定しないでください。

　回線に接続している他の感知器のアドレスを変更する恐れ

　があります。

本製品はアドレッサブル感知器です。

アドレス設定器を受光部の電池コネクタに接続してアドレスを設定し、

受信機との整合を取ってください。

1～ 255 までのアドレスを設定できます。

禁止

ADDRESS

ERROR

S-/L S+/C

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

0

6

7

8

9

1

2

3

4

5

0

×100 ×10 ×1 ENT

P-AT(AD60)
P-AT(AD30)

R15/21

R17/1100

R22/24/Marine/Integlex

PWR

TYPE

アドレス設定器 アドレス設定器用コネクタ接続部

FZAJ004-P または
FZA012A

接続には
「アドレス設定器用コネクタ FZZJ009-Z」
をご使用ください。
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１０．設置・接続・設定

①緩める

緩めると、カバーが
前に出ます。

●しっかりとした足場を必ず確保してください。

　転倒してケガをする恐れがあります。

●しっかりとした壁面等に取り付けてください。

　不安定な場所に取り付けると、正常な監視が行えない

　場合があります。

指示

光軸の微調整を送光部で行うため、まずは受光部を設置します。
受光部の光軸調整を行った後で送光部の設置をしてください。

④外す

本体

③緩める

⑥締める

⑤はめる

②開ける

両側のフックに掛かっている
ことを確認してください。
落下の危険があります。注意

設置
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⑦締める

⑧電線を端子台に差し込みます。
　P.8　　　　　　　　参照

⑩選ぶ

スイッチボックスに、ベースを

Ｍ４ネジ４本で確実に固定します。

スイッチ
ボックス

ベース

電線

Ｓ：(ON) 近距離（ 5 ～ 20m）

Ｍ：(ON) 中距離（20 ～ 40m）

Ｌ：(ON) 遠距離（40 ～ 100m）

発光周期：(ON)2.8 秒 /(OFF)3.0 秒
詳細は次ページを参照してください。

送光部は12項に移ってください。

ヒーターの接続は、⇒P.12
　　　　　　　　　　　 参照

使用可能電線：φ0.4 ～ 1.6 

ストリップゲージ：10mm

ON

OFF

遠   中   近
LT./TMG.

監視距離 DIS. RNG.

発光周期
4        3    2    1

 (L) (M) (S)

１１．ヒーターの接続（ヒーター付のみ）

⑨本体を
　戻して
　ネジを
　締める

受光部 は、監視距離と
　　　　　 発光周期を
           設定します。

８．受信機との接続方法

接続

設定

Ｓ＋,Ｓ－,ＬＥ１(+),ＬＥ２(-),

Ｘ１,Ｘ２端子は有極性です。
ご注意ください。
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１１．ヒーターの接続（ヒーター付のみ）
ヒーター付の機器の場合、ヒーターをヒーター用電源に接続して
ください。

ヒーター用電源
（FYZ011B-05/-12/-35 型（DC24V）または AC24V）へ

ヒーター用電源線を通す。

リングスリーブかＰスリーブにより、
ヒーターとヒーター用電源線を
接続し、自己融着テープ等で
防水処理をして
ください。 （線径AWG22（0.3 mm2）

  とAWG20（0.5 mm2）
  が1本ずつ）

監視距離と発光周期の設定

Ｓ：(ON) 近距離（ 5 ～ 20m）

   1番：ON

Ｍ：(ON) 中距離（20 ～ 40m）

   2番：ON

Ｌ：(ON) 遠距離（40 ～ 100m）

   3番：ON

干渉防止のため、発光周期（4番）は、隣り合う感知器
でON、OFFを分けてください。

ON

OFF

遠   中   近
LT./TMG.

監視距離 DIS. RNG.

発光周期
4        3    2    1

 (L) (M) (S)

ON

OFF

遠   中   近
LT./TMG.

監視距離 DIS. RNG.

発光周期
4        3    2    1

 (L) (M) (S)

ON

OFF

遠   中   近
LT./TMG.

監視距離 DIS. RNG.

発光周期
4        3    2    1

 (L) (M) (S)

指示
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１２．光軸調整方法  

光軸ネジ（左右）

結露防止ヒーターは、通電すると熱くなります。（約６０℃）

作業中に触れないように注意してください。

やけどする恐れがあります。（FDGJ002-D-XHT のみ）

１ 視準孔による調整（受光部 /送光部 共通）

　のぞき孔からミラーを確認し、光軸ネジを回して視準孔の中に

　対向器または対向の JIS ボックスを入れてください。

のぞき孔

視準孔

のぞき孔を見たときのイメージ

光軸ネジ（上下）

ミラー

受光部は調整後、カバーをはめてネジを

締めてください。

(送光部は次ページの ２ に進んでください。）

ヒーター

高温注意

指示

受光部：対向の JIS ボックス

送光部：対向器
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感知器正面に向かって左側のバッテリー接続用コネクタに、
「LS テスト用電池コネクタ」を接続し、予備電池（テスト用）に
接続してください。(この場合は調整ﾓｰﾄﾞのみしか動きません。)

LS テスト用電池コネクタ

２ 通電（送光部推奨）

指示

３ 調整モードへ切り替え（送光部推奨）

(電池が無い場合には配線の接続後、
 受信機の電源を投入してください。)

電源は、送光部か受光部のバッテリー接続用コネクタ
またはS+,S-端子から供給出来ます。故障の原因となる為、

電源供給は、1ヶ所からのみとしてください。

感知器の光軸を遮らないように立って

ください。（左図のように見える位置）

監視/調整切替スイッチを1秒間押して、

離してください。表示灯が以下のように

光ります。

※受光部の切替スイッチでも同様。

（送光部：緑･赤LED同時発光→交互点滅）

（受光部：黄色LEDが約1秒に1回点滅）

表示灯の交互点滅が終わるまで

触らずに待機してください。

（約4秒間待機）

受光部の火災表示灯点灯時は、調整できません。

受光部のバッテリー接続用コネクタから給電している場合、

電池コネクタを抜いて約15秒待機し、再度電池コネクタを

接続してください。
注意

予備電池

通電開始から約10秒後、操作可能に
なります。
(受信機から給電した場合、3 秒ごとに
 1 回、緑 LED が発光します。送光部または
 受光部の電池コネクタからの給電時は、
 発光しません。)
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光軸調整時の送光部発光パターンと出力の関係は以下のようになります。

出
力

光軸のズレ

長期間の監視を行うため、①→②の手順で出来るだけ出力をピークに
合わせてください（設置後のズレに対して余裕を持たせます）。

光軸のズレに対する
送光部の発光

赤
緑① ②

P.16 - 11 項 ４  ５  、及び P.18 についてのイメージを示します。

① 表示灯が左右で赤点滅になるまでを光軸ネジを動かし、緑点滅の
　 端から端までの範囲で、中心に合わせます。

② 上下についても同様の手順で調整します。

光軸ネジを
回してください

光軸ネジを逆に
回してください

赤
緑

送光部微調整のイメージ
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⇒ P.18　　　　　　　　　　参照

光軸ネジ (左右 )を回すと、

受光出力の状態に合わせて、

表示灯の点滅パターンが変化します。

指示

調整モードへ切り替え時および監視モードへ切り替え時

は、光路の遮断をしないでください。

上下左右とも調整後、表示灯が

緑点滅の場合は、

監視/ 調整切替スイッチを2秒間以上押して、

離してください。(緑・赤同時点灯）

緑点滅が消えてから、LSテスト用電池コネクタを抜いてください。

S+,S-端子から給電している場合は、受信機の電源を切る必要はあ

りません。

通常、最初に緑点滅します。どちらかに

回し、赤点滅させてください。

赤→ 緑 → 赤と変化させ、緑点滅範囲

を確認し、その中心に合わせてください。
方向に対する発光パターンの

イメージ図 (上から見た場合 )

緑点滅のみになるように、

光軸ネジで微調整をしてください。

１３．光軸調整（点滅パターン）

方向に対する発光パターンの

イメージ図 (横から見た場合 )

 と同様の手順で、上下方向も

調整してください。

４ 送光部の微調整（左右方向）

５ 送光部の微調整（上下方向）

４ 

６ 監視モードへ切り替え

赤

↑

緑

↓

赤

電動ドライバーを使用しない
でください。破損する恐れが
あります。注意

赤

↑

緑

↓

赤
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７ カバーの取付け（調整終了）

カバーを閉じてネジを締めて下さい。ネジを
締めると、カバーが本体に固定されます。

表示灯

③

①

②

点滅パターン 状態 /操作

この範囲の中央に合わせて

ください。（②の状態とならない時）

監視可能範囲内 (受光出力増加 )

光軸ネジを右か左に回して
ください。

赤

(早点滅 )

緑

緑

(早点滅 )

緑・赤
（同時）

受光出力が大きすぎて調整でき

ません。送光 /受光部の状態を

確認し、監視 /調整切替スイッチ

を押してください。

受光出力飽和等

パパッ パパッ パパッ

パッ パッ パッ

赤（早点滅）から変化しない場合は受光部の距離設定を確認し、
設定を合わせたあとに監視 /調整切替スイッチを押してください。

④

パパッ パパッ パパッ

監視可能範囲外 (受光出力不足 )

監視可能範囲内

この範囲の中央に合わせて

ください。

パッ パッ パッ

この時、正面プレート（黒色）に触れないでくださ

い。汚れによる出力低下が起こります。

受信機より電源を供給している場合には、緑点滅が

消えてから 1分以内にカバーを閉じてください。

(1 分経過後に閉じると、正常に監視できない場合が

 あります。)

指示

指示

８ 調整モード時の送光部表示灯点滅パターン
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１３．光軸調整方法（点滅パターン）

光軸調整手順と送光部の点滅パターンを以下に示します。

送光部の点滅パターン調整手順

1
監視 /調整切替スイッチを 1秒押して、
離してください。

2
手や体などで光軸を遮らないように注意
して、約 4秒間待機してください。

3

正常の場合、緑点滅が開始します。
光軸調整の準備が完了しました。
（手や体などで光軸を遮ってしまった場合
 には、赤点滅となりますので、再度、
 No.1 の操作からやり直してください。）

4
緑点滅が赤点滅に切り替わるポイント
まで、上下または左右の光軸ネジを時計
方向に回してください。

緑＆赤同時点滅

赤

緑

緑

5
赤点滅が緑点滅に変化し、再度、赤点滅
に切り替わるポイントまで。光軸ネジを
反時計方向に回してください。

6

緑の中心に、光軸を合わせてください。
（No.5 で反時計方向に回した量の半分の
 量を時計方向に回してください。）

補
足

ネジを回した時、緑 (早点滅 )になる
場合があります。
そのときは緑 (早点滅 )の範囲での中心
に合わせてください。
回す量を少なくできます。

7

上下、左右共に No.4 ～ 6 を行い、緑点滅
の中心に合わせ、監視 /調整切替スイッ
チを 2秒押してください。赤･緑が同時に
点灯し、その後、緑が点滅します。
緑消灯後にカバーを付けてください。 →LED 消灯

微調整の流れ

赤

緑

緑＆赤交互点滅

赤

緑

赤

緑

緑＆赤同時点滅

→

赤

緑

緑

No.

早点滅

早点滅 早点滅

早点滅

早点滅



黄 (ﾄﾗﾌﾞﾙ灯 ) 点灯

黄 (ﾄﾗﾌﾞﾙ灯 ) 点灯
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１４．故障かな？と思ったら

１ 感知器の状態と表示灯

感知器の状態

通常監視時

発報時

故障時

同期線（LE1,LE2）
断線故障時

※点滅は発光周期（約 3秒）ごとです。

P.20 の表の場合、感知器はトラブル信号を受信機に送出し、
（調整モード時は送出しません。）受光部のトラブル灯（黄）
が点灯します。速やかに対処をしてください。

２ トラブル灯点灯時

表示灯

緑点滅

受光部 送光部

消灯

赤点灯

緑点滅

緑点滅

消灯
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プリンタ表示

無応答

出力値異常
（７Ｄ）

出力値異常
（７９：初期異常）

（７Ｃ）

出力値異常
（７Ａ：初期異常）

（７Ｂ）

感知器の状態 対　処　方　法

調整モード
監視 /調整切替スイッチを押して

ください。監視モードへ移行します。

光路遮断 /
　送光部断線

障害物を取り除いてください。

障害物が見当たらない場合は

ＬＥ１(+)、ＬＥ２(-) の電圧を測定して

断線していないかを確認してください。

 正常時：約 6～ 8V

受光出力過小

以下の順に、対処と感知器の状態確認

をしてください。

①カバー 正面プレートの清掃

　（P.22-15 項 2　参照）

②カバー内 レンズ表面の清掃

　（P.22-15 項 2　参照）

③光軸調整

　（P.13 ～ P.18-12,13 項 参照）

受光出力過大 光軸調整を再度、行ってください。

適正電圧は、1.2 V ～ 3.1 V です。（センサ出力ジャックから確認できます。）



⇒P.9　　　　　　　　　参照
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症　　状 原　　因 対　処　方　法

接続不良

電池の未接続

電池の電圧不足

配線不良

アドレスの設定が

できない

受光部の電池コネクタへの接続を

確認してください。

新しい電池に交換してください。

電池コネクタへの接続を確認して

ください。（極性間違いなど）

電源投入後、

送光部の

表示灯（緑）が

点滅しない

LE1(+)、LE2 (-)への接続を確認して

ください。（極性、端子間違いなど）

接続不良

S＋、S－、LE1(+)、LE2 (-)への接続

を確認してください。

（極性、端子間違いなど）

伝送不良

光軸調整時、

送光部の

表示灯パターンが

赤点滅または

緑・赤同時点滅の

まま変化しない

距離設定間違い

本製品に故障の疑いがある場合は、以下の対処をして

ください。
指示

受信機に

アドレス重複

または誤応答

が表示される。

他の機器との

アドレス重複

読み込み可能かを確認してから、

再度アドレスを設定してください。

受信機の状態を確認してください。

（配線の短絡など）

９．アドレスの設定

受光部の距離設定を確認してください。

光軸上に遮蔽物が無いかを

確認してください。
光路遮断

３ その他の場合

光軸調整時、

調整モード切替時

の表示灯点滅パタ

ーンが異常、また

は受光部の表示灯

（黄）が発光しない
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１５．定期点検について

指示

正面プレートの清掃、光軸の調整、受光レベル電圧の確認

を実施する場合、必ず受光部または送光部のカバーを開け

て、監視 /調整モード切替スイッチを押して、“調整モード”

にして行い、終了後に“監視モード”に戻してください。

“監視モード”のまま行うと、火災またはトラブル信号を

受信機側に送出する恐れがあります。（電源投入後は、

“監視モード”となります。予備電源使用時も同様です。）

１．設置状態

　　感知器の送・受光部ベース等が確実に固定され、ゆるみやガタが

　　無いこと。

　　また、光軸を遮る障害物が無いことを、よく確認してください。

２．正面プレートの清掃

　　正面プレートを布ウエス等で乾拭き、または水拭きで清掃して

    下さい。この時、中性洗剤や、アルコール等の揮発性液体は

　　絶対に使用しないでください。

　　また、樹脂材なので強くこすったりして傷をつけないでください。

　　カバー内のレンズ表面を清掃する時も同様に行ってください。

３． 機能試験

　　火災作動・不作動試験、トラブル警報試験を行ってください。

本製品の保守点検は、法によって定められた有資格者が必ず

行ってください。

高所の場合、しっかりした足場を確保して点検してください。
注意



142.5 mm×107.2 mm×95 mm
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１６．仕様
種　　　　別 光電アナログ式分離型感知器（試験機能付）

型　　　　名

使用温度範囲

FDGJ002-D-X/XHT

-10℃～ 50℃（結露しないこと）

型　　　　式

（24V、200mA）非防水型、普通型、再用型、減光式

公称感知濃度　　5.0 % ～ 80.0 %

公称監視距離　　  5 m ～ 100 m

公称感知
　濃度範囲

近（ 5 m 以上　　20 m 以下）  5.0 % ～ 45.0 %

中（20 m を超え　40 m 以下）10.0 % ～ 60.0 %

遠（40 m を超え 100 m 以下）20.0 % ～ 80.0 %　　  

5.0 % ～ 80.0 %（監視距離に応じて３段切替）　　  

自動試験機能 出力値監視方式

定格電圧、電流 DC24V　200mA（信号線　Ｓ＋ーＳ－）

接続受信機 Ｒ－２２シリーズおよびＲ－２４シリーズ

最大接続個数 ２５台／系統

線路本数

確　認　灯

１）受光部　６線（Ｓ＋ーＳ－、ＬＥ１(+) ーＬＥ２(-)、Ｘ１ーＸ２）

２）送光部　２線（ＬＥ１(+) ーＬＥ２(-)）

３） XHT 型のみヒーター電源用　４線（送光・受光各２線）

１）受光部　火災表示灯（赤）：火災発報時点灯

　　　　　　トラブル灯（黄）：故障時点灯・調整時点滅

２）送光部　通電表示灯（緑）：送光部発光時点滅

　　　　　　調整ガイド（赤）：調整時点滅

外形寸法

材　　質

質　　量

カバー、正面プレート：ポリカーボネート系樹脂
ベース：ＳＰＣＣ

受光部：約 750g　　　送光部：約 750g

上下（左右）20°（中心から上下（左右）に 10°）光軸調整範囲

本製品の外観および仕様は、改良のために予告なく変更することが
あります。

国検型式番号 感第 25 ～ 24 号
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